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経
済
優
先
で
生
活
再
建
が�

�
後
回
し
の
現
実
に
怒
り

　
６
月
30
日
か
ら
７
日
間
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
の
仲
間

と
共
に
Ｊ
Ｒ
総
連
６
名
で
「
能
登
半
島
地
震
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
地
震
か
ら
半
年
と
な

る
７
月
１
日
に
は
岸
田
首
相
が
和
倉
温
泉
地
区
に
入
り
、

観
光
支
援
策
と
し
て
復
興
応
援
割
を
進
め
る
こ
と
を
報

道
陣
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
目
で
感
じ
た
被
災
地
は
復
興
ど
こ
ろ
か
、
未
だ
に

家
屋
が
倒
壊
し
道
も
塞
が
れ
た
ま
ま
で
、
手
付
か
ず
の

場
所
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
半
年
が
経
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
地
震
直
後
と
変
わ
ら
な
い
状
況
に
、
被

災
者
の
生
活
再
建
を
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
と
感
じ
ま

し
た
。
経
済
優
先
で
被
災
者
を
後
回
し
に
す
る
姿
は
、

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
と
も
重
な
っ
て
見
え
ま
し
た
。

被
災
し
た
方
々
の
心
の
強
さ
と�

�

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
実
感
！

　
私
た
ち
は
主
に
石
川
県
珠
洲
市
で
活
動
し
ま
し
た
。
被

災
家
屋
や
倉
庫
の
片
付
け
、
廃
棄
物
収
集
場
へ
の
運
搬
、

避
難
所
の
物
資
運
搬
、
津
波
で
漂
着
し
た
ガ
レ
キ
の
撤
去

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
指
示
に
基
づ
き
活
動
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
体
育
館

に
は
、
段
ボ
ー
ル
で
区
切
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
数
名
の

高
齢
者
の
方
が
避
難
さ
れ
て
お
り
、
30
℃
を
超
え
る
中

で
の
体
育
館
生
活
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
や
り
場
の

な
い
感
情
を
抱
き
ま
し
た
。
県
内
で
は
今
も
２
２
０
０

人
が
避
難
を
強
い
ら
れ
、
珠
洲
市
内
で
は
９
７
０
世
帯

が
断
水
中
で
す
。
物
資
運
搬
先
の
保
育
所
職
員
の
方
か

ら
の
「
皆
さ
ん
の
住
む
場
所
が
万
が
一
被
災
し
た
時
に

は
、
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
か
ら
！
」
と
の
言

葉
に
、
心
の
強
さ
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
感
じ
ま
し
た
。

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る�

�

時
間
外
労
働
を
憂
慮

　
最
終
日
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
か
ら
「
連
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
本
当
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
の
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
に
、
社
協
の
皆
さ
ん
は
心
身
共

に
疲
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
私
た
ち
を
元
気
に
受
け
入

れ
て
く
れ
て
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
輪
島
市
の

社
協
職
員
の
皆
さ
ん
が
月
の
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
す
１
０

０
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
人
手
や
お
金
が
本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に

ま
わ
ら
な
い
現
実
に
、
こ
れ
が
復
旧
の
進
ま
な
い
原
因
だ

と
思
い
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
に
向
け
被
災
地
の
現
実
に

合
わ
せ
た
体
制
を
国
が
整
備
す
べ
き
と
強
く
感
じ
ま
す
。

支
え
合
い
・
助
け
合
い
を
大
切
に
し
よ
う
！

　
今
回
、
被
災
地
を
自
分
の
目
で
見
て
活
動
す
る
中
で
学

ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一
昨
年
の
青
森
県
豪
雨
や

昨
年
の
秋
田
県
豪
雨
で
も
全
国
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
労
働
者
と
し
て
支
え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
被
災
地
に
は
息
の
長
い
支
援

が
必
要
で
す
。
今
回
職
場
か
ら
送
り
出
し
て
く
れ
た
仲
間

に
感
謝
す
る
と
共
に
被
災
地
の
現
実
を
伝
え
、「
抵
抗
と

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
根
底
に
共
に
奮
闘
し
て
い
き
ま

す
！ 

（
秋
田
地
本
　
弘
前
支
部
発
）

能
登
半
島
地
震
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

 

Ｊ
Ｒ
総
連
の
仲
間
と
共
に
参
加
！

鉄道ファミリー商品 加入強化月間
 のお知らせ

　JR総連の賛助団体「鉄道ファミリー」では、組合員
と家族の幸せをサポートする商品を揃えています。
　「組合員が一般保険会社の商品を団体割引で利用でき
る」ことが最大のメリット！ぜひ活用下さい！

【JR東労組募集期間】
2024年7月1日～ 8月31日
支部や分会の会議で､ 鉄道ファミリーの
皆さんから直接説明を聞くことができま
す。詳細は鉄道ファミリー（TEL0120-
49-8810）までお問合せ下さい！

鉄道ファミリー
ホームページ

【がん保険】…集団扱いでのご契約が可能です！（引受会社：アフラック）

・保険金は若いうちに加入するほど安く、早く加入すると生涯合計の保険料も安くなります。

・同居別居関係なく、2親等までのご家族にも団体割引を適用！

・退職後も生涯にわたり団体割引を適用！（JR東労組OB会への加入必須）

・集団扱いは一般扱いより保障開始が1ヵ月早くなります！（がん保険の場合）

【JR積立年金】…現在の運用利率１.25％　途中払い出し・掛金の増額・減額も可能、

　　　　　　　　　　　貯蓄用としても有効な個人年金（引受会社：明治安田生命）

 ・将来は受給開始75歳からとも言われる公的年金を補うのが「JR積立年金」です。

　　（公的年金だけの生活では毎月5万円の赤字が30年も続くと試算されています）

 ・掛金は月払3,000円（3口）からが加入の条件です。

　半年払（10,000円　1口）は、月払を加入された方が加入条件となります。

 ・現在の運用利率は年1.25％

　　（利率は現在の運用実績であり、将来にわたって保障するものではありません）

 ・加入年齢に関係なく掛金を増額も減額も可能！無理なく積み立てできます！

　　（一般の個人年金は加入年齢が高くなるほど掛金が高く、減額もできないケースがほとんどです）

 ・積立金の範囲内で途中での払い出しが可能！貯蓄用としても活用できます！

【自動車保険】
（引受会社：AIG損害保険）

・ 詳細は、ホームページ（デジタルカ

タログ）自動車保険見積り依頼書を

ご確認ください。

津波で流された瓦礫の回収や、泥で埋まった側溝を清掃

漁港には多数の漂着物がありましたボランティアセンターにて、ＪＲ総連・ＪＲ北海道労組の仲間と共に


